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審査要旨 
本論文は，17 世紀におけるモンゴリアの北辺，すなわちエニセイ川上流域からアムール川上流域に至る地
域の歴史状況を，総合的に解明することをめざした労作である。当時，この一帯には，モンゴル系やテュルク系
のさまざまな集団が居住していた。17 世紀にロシア人がこの地域に進出してくると，彼らは複雑な経緯の末に，
ロシア帝国と，やや遅れて東南から勢力を伸ばした清帝国に組み込まれていくが，本論文では，特に前者との
関係に重点がおかれている。 
 本論文は，Ⅲ部 9 章から構成される。第Ⅰ部では，西方のエニセイ河谷からアルタイ～サヤン山脈にかけて
の地域が検討の対象となる。この地域の主な住民は，エニセイ川とその支流域に住むキルギス（ほぼ現在のハ
カス人に相当）と彼らに従属するアルタイ山中のキシュティム／ウリヤンハイ（ほぼ現在のアルタイ人に相当），
ウダ川～ホブスゴル湖一帯に住むテュルク系の人々（ほぼ今日のトファラル人とツァータン人に相当），そして
モンゴル系のダルハト等であり，ジューンガルとハルハ右翼のホトゴイト部（アルタン=ハーン家）が彼らの支配を
めぐって争っていた。17 世紀前半に北方からロシア人が進出してくると，この地域では，現地住民が複数の勢
力に毛皮を納める二重あるいは三重納貢体制が形成された。しかし，この体制は，1688 年のガルダンのハル
ハ侵攻に始まるジューンガル－ハルハ戦争と，その後にジューンガルのあらたな首長となったツェワン=ラブタ
ンが，18 世紀初めにキルギス等を南方に移住させたことによって，決定的に崩壊し，残された住民に対するロ
シアの支配が確立した。 
 第Ⅱ部では，ハルハ左翼のトゥシェートゥ=ハーンの勢力圏，すなわちバイカル湖両岸地域の状況が検討され
る。この地域の住民であるブリヤート人──その一部は，史料によりハリヤトとも呼ばれる──は，トゥシェートゥ
=ハーンと，後にサイン=ノヤン部を構成することになるハルハ左翼諸首長に納貢していた。ロシア人は，1660～
70 年代にトゥンキンスク・ウディンスク・セレンギンスク等の城塞をこの地域に建設し，周辺住民から貢賦を徴収
しようとしたが，これは必然的にハルハ諸首長との対立を招き，双方の間に衝突が繰り返された。その最大のも
のは，トゥシェートゥ=ハーンの弟が率いた 1688年初めのセレンギンスク攻囲である。しかし，その直後のガルダ
ンの侵攻によってハルハ諸首長の勢力は後退し，次いで 1689 年に結ばれたネルチンスク条約によって，いま
や清朝に帰属したハルハ首長たちも制約され，条約締結時点でロシア側の支配下にあった地域・住民に対す
る要求を放棄せざるを得なくなった。なお，この時期，戦乱の中で一部の首長は一時的にロシアへの臣属を表
明したが，そのほとんどは間もなく離反し，清朝に従属した。 
 第Ⅲ部では，ハルハ左翼のセチェン=ハーンの勢力圏，すなわちセレンガ川以東，オノン川からアムール川
上流域に至るまでの地域が検討対象となる。この地域の住民としては，ブリヤートの一部のほか，バルガ，タブ
ナングト（タブヌート）と呼ばれる集団がいた。17 世紀後半には，彼らの帰属をめぐってロシア側とセチェン=ハ
ーン部の諸首長が対立したが，最終的には，ジューンガル－ハルハ戦争とネルチンスク条約締結交渉をめぐ
る流動的な情勢の中で，バルガとタブナングトは，少数がロシア側に留まったのを除いて，大部分は南方に移
動し，さらにその一部は，清朝によってチャハルやフルンボイルの八旗に組み込まれることになった。なお，従
来あまり注目されていないことであるが，セチェン=ハーン部の諸首長の中にも，この時期に自発的に，あるい
は強制されてロシアの支配下に入った者たちがいるが，彼らのその後の運命は悲惨なものであった。 
本論文の注目すべき特徴として，第一に，エニセイ川流域からバイカル湖両岸を経てアムール川上流域に
至るモンゴリアの北辺全体を対象として，詳細な検討が加えられている点が挙げられる。従来の研究は，当時
のロシア－モンゴル関係を，各地域の特性をあまり考慮せずに漠然とひとまとめに論ずるか，あるいは，局所
的・局時的な状況のみに焦点を当てるものが多く，これほど広範囲におよぶ歴史的変動を，一貫した視点から 
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実証レベルで描き出した研究は，例を見ない。 
第二の特徴は，史料に基づく実証への徹底したこだわりである。著者は，モンゴル国内をはじめとして，ロシ
ア・中国・日本等に所蔵されるモンゴル語・ロシア語・満洲語・チベット語の関連史料を広範に収集・利用してお
り，その中には，従来の研究でまったく使われていない文書史料も数多く含まれている。また，先行研究ですで
に紹介されている史料についても，従来の解釈を鵜呑みにすることなく，もとのテキストに遡って精緻な検討を
加え，よるべき先人の見解には素直に従う一方，批判の余地のある部分については，大胆にあらたな解釈を提
示している。また，こうした史料の精密な分析に基づいて，本論文で扱われる多数の集団名・人名──それら
は史料によってさまざまに表記され，同定がきわめて難しい──に対して，精密な同定作業が行われているこ
とは，高く評価されるべきであろう。 
第三の，そして最大の特徴は，当該時期のモンゴル北辺の歴史状況を，従来のソ連－ロシアの研究がしば
しばそうであったように，ロシア側からの一方的な視点で描くのではなく，またロシア・清両帝国の外交関係の
一環として位置づけるのでもなく，可能な限り，当該の地域に生活していた人々自身の視点から描き出そうとし
ていることである。このような視座に基づき，精緻な実証を通じて導き出された著者の結論を，あらためて簡潔
にまとめれば，次のようになるであろう：すなわち，ロシア人は 17世紀にエニセイ河谷～バイカル湖両岸地域に
進出し，多くの城塞を築いて，周辺住民からの貢賦徴収を進めた。しかし，ロシアの支配は決して安定したもの
ではなく，もともと彼らから貢賦を徴収していたオイラト（ジューンガル）やハルハの諸首長との間で，住民の帰
属をめぐって交渉と衝突が繰り返された。また，現地住民自身も，その時々の状況に応じて，ロシア側に従属し
たり，モンゴルの首長のもとに戻ったり，あるいは独自の利害に基づいて行動するなど，複雑な動きを見せた。
こうした不安定な情勢は 17世紀末まで続き，ロシアのこの地域に対する支配が確立するのは，ガルダンのハル
ハ侵攻を契機とするジューンガル－ハルハ戦争によって，ハルハ諸首長の勢力が大きく後退し，次いでガルダ
ン自身の勢力も清朝によって崩壊するという，いわば偶然のチャンスをとらえたものに過ぎなかった。そうした現
状を最終的に追認し確定したのが，1727年のブラ条約・キャフタ条約にほかならない。 
 もちろん，本論文で扱われた諸問題については，特に個別の史料の解釈というレベルにおいて，今後異なる
見解が提出されることもありうるだろう。また，頻出する“polity”や“clan”，“tribute”といった用語について，著者
なりの定義づけを示してほしかった点など，若干物足りなく思われる部分もある。しかしながら，本論文が，従
来十分に用いられてこなかった各種の文書史料を駆使して得られた知見によって，17 世紀のモンゴリア
北辺におけるロシアとモンゴル系・テュルク系諸集団の動向についての理解を格段に進めたことは，大き
な意義をもつ。本論文の論証過程と提示された結論とが，今後この地域・時代の研究を志す者にとって，考察
の出発点となる必読のものであることは，疑う余地がない。 
以上より，本審査委員会は，本論文が博士（文学）の学位を授与するにふさわしいものであると判断する。 
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